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               文責 校長 上原敏勝 

〇外壁工事 

  お盆明けから、本校の外壁工事が始まりました。 

  現在、基礎工事が進んでいるところです。 

駐車スペースに制限が生じたり、周囲に大きな工事の音

が響いたり、大型車両が入ったり・・・ 

来年の 1月末終了予定です。 

ご不便をおかけしますが、どうぞよろしくお願い致します。 

 

〇駅伝 

  夏休みの早朝より、本校職員が見守る中、生徒たちが一生

懸命に走っています。 

  タイムを読み上げる宇治原教諭

をはじめ、金城教諭、早瀬教諭、尾

上養護教諭が寄り添いながら指

導にあたっています。目の前を走る仲間の背中を追う姿、自分の

前には誰もいなくても、昨日の自分と向き合い、自らを奮い立た

せながら走り続ける姿は、見る者の心を揺さぶります。夏休みの

練習・・・いよいよ明日がラストとなります。暑い夏の日々を懸命に頑張りぬいた皆さんに、心

から大きな拍手を送りたいと思います。 

〇校内研修 

  ・8月 9日（日）、福井大学の友田明美（ともだ あけみ）先

生の動画「マルトリートメント(マルトリ)が脳に与える影響」を職

員一同で研修しました。言葉が与える脳への影響についての話

は、子育てや子どもを教育する我々大人にとって、非常に留意し

なければならない内容となりました。（https://marutori.jp/） 

 

・８月２６日（水）、コミュニケーションサポーターとして全国各地で精力的にご活躍されてい

る園元恭子（そのもと きょうこ）先生をお招きし、「子どもの可能性を

引き出すコミュニケーション」と題して、教職員ならびに保護者を対象

にご講話をいただきました。言葉一つ、選び方を間違うと、どんなに思

いがあっても伝わらないどころか亀裂が入ってしまう、ということや、聴

き方一つ工夫するだけで、正しい関係性を築くことができる、ということ

を学びました。職員一同、学びの多い研修となりました。 

https://marutori.jp/

